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定価 .一部五円

り

改
良
復
旧
着
々
す
す
む

学校関係

は完了

大村市政だよ

雨
期
‘
田
植
期
を
前
に
全
力
を
傾
注

鈴

田

内

倉

川

護

岸

十
二
年
度
に
施
工
し
た
も
の
は

一
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
橋
梁

二
四
カ
所

一

一

四

O
万
七
平
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一

道

路

四

九
カ
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一

三
八
九
万
四
千
円

一

河

川

八

カ

所

一

一

二

三
万
八
千
円

一

排

水

路

三

カ
所

一

五
万
二
一十
円

一

計

八

四

カ
所

七

一
四

万

四

千

円

一

六

五
九
万

二
十
円

河

川

五

一

カ

所

一

三

十

三

一年
度
単
独
災
害
復
旧
計
画

計

七

八

カ

所

一

と

し

て

は

六

O
O万
円
を
予
算
計

八
、
九
九
九
万
三
千
円
一
上
し
、
約
五

O
カ
所
の
復
旧
を
計

ま
た
単
独
災
害
と
し
て
一
三
画
し
て
い
る
。

昨
夏
の
七
・
二
五
水
害
以
来
満
十
カ
月
、
再
法
問
期
が
近
ま
り
、

田
植
え
の
時
期
も
目
前
に
迫
っ
て

来
ま
し
た
。
市
で
は
総
力
を
挙
げ
て
復
旧
の
進
行
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
十
二
月
二
十
八
日

付
の
本
紙
特
集
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
復
旧
状
況
に
つ
づ
く
第
二
報
と
し
て
、
土
木
、
農
地

復
旧
、
建
築
関
係
、
学
校
施
設
、
中
小
企
業
関
係
に
大
別
し
、
復
旧
工
事
の
進
行
状
況
を
現
状
写
真

巷
主
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

関
係
当
局
始
め
市
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
単
に
原
形
に
復
す
る
の
み
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
改
良

復
旧
が
各
方
面
に
亘
っ
て
着
々
と
し
て
で
き
上
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

一
周
市
民
の
皆
さ

ん
方
の
ど
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
に
橋
な
ど
問
ヵ
所
実
施

一

二
、
一
六
三
万
五
千
円
一

一

一

カ

所

一

〈毎月 1日.10目.20日発行)

況昭
来日

十

実
害
総
.，c，‘ 

復
!日
状

(
土
木
関
係
)

昭和33年 6月I日
(昭和33年 4月22臼第三種賀便物認可)

国
庫
補
助
工
事

ム
楕は三
梁 十

主E
!庄
で
フじ
了
し
アこ
も
の

(一)

一
四
カ
所
八
一
四
万
七
千
円

一
八
カ
所

一
、
一一八
O
万
八
千
円

一八
カ
所

一
、
五
一

O
万
四
干
円

五
O
カ
所

一二
、
六
O
五
万
九
千
円

で
総
額

二
似
五
、
八
六
二
万
主

千
円
の
約
ニ
三
%
で
あ
る。

ム
昭
和
一一一
十
a

一一
年
度
に
実
腕
予
定

の
も
の

惰
梁

一

べ
h

リ
所

露河川
言十

露

橋松回鈴

災

害

公

営

住

宅

都

市

災

害

復

旧

事
業
に
該

一復
興
資
金
そ
貸
付
け
る
と
と
に
な

当
す
る
工
事
と
し
て
は
三
十
二
、
一
っ
た
の
で
、
市
で
は
と
れ
ら
資
金

三
十
三
年
度
の
純
泣
開
業
と
し
て
一の
貸
付
を
促
進
す
る
た
め
、
借
入

藤
の
川
排
水
路
駅
現
削
水
路
の
一者
の
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
に
し

ニ
カ
所
が
事
業
四
五
一
列
万
八
千

一た。

円
で
工
事
巾
で
あ
る
。

一現
在
ま
で
の
融
資
総
額
は
次
の
と

(建
設
課
)

↑お
り
で
、
と
の
う
ち
約
九
割
が
完

一成
し
て
い
る
。

住

宅

日

戸

述

設

一
新
築
資
金
二
七
件

〔
建
築
関
係
〕
で
は
、

一
五
一戸
の

一

五
六
二
万
円

ー

災
害
公
営
住
宅
を
工
間
約
三
R
O

万
円
で
市
立
病
院
契
に
麹
設
、

四

四

七

四

万

円

月
下
旬
峻
工
し
現
在
入
居
し
て
い

る。一
千
余
万
円
を
融
資

住
宅
金
融
公
庫
で
は
被
災
家
屋
の

計

八
六
件

一
、
O
一ニ六
万
円

(
建
設
課
)
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路 も設 m 災 二災 得融産農旧 関
の の氏約 害 億 害 車 て資質 創、係

二 一 = 室二 五総 与対 金 に設 被で
、五 十どJ 、約、額地策 を 対維災は
六 カ 二 六 五 O おそ乏し持者施
七 所 年 O 百四ーし講 一 て資 の設
八 度 O カ O 六 ~じ{\ は金生お
万 で 万所万 - 11'た機 天 の活よ
八 竣 円四カニ。関災貸費び
守二 工 の千所胞 の 法出に農
円 し内円圭G'協にしは地

ロ.... 一一一一一一一ーー
の 天一白 そ

霊千(復 喜 重災完佳品
円関旧 資 資 法 O 農 況

一四二)連 時金金に 戸 創 は
ニ カ カ カ T. 11八一 」基一設次
所 一 所所 事死一 ¥ の

カ 四 四 五 、 、5 組くて維と
所 一二 二 五 二 組 三 合融四持 ぉ
万万万 一六合 五(資 O 資り
八 三六 二 四高 五 農金四金。
千千 干 万 万民万 協借万借
円円円 八円喧円 ) 入円入

ム
溜お 現 計
池 り缶、 円 (
。施同( 四)関

三 行)関四 J_l. 連 一
三 カカ中連 (、 カ I
ニ カ六所 三所 の 工 約四 所 事在
五月Ir八 三 施 事 二二 、一
六 一 o 設、 二 九 四阿
万 万万 は 五 %万 ー 万
四 六一 次五 完 六 万一
二子 ギ・ 7下- の 四 了 ご下 二下
円 円 FJJ と 万)円 T ILJ 

九 胞 次 子;問地 本 一 現円 六三三 君!
カ殺 の f-五 の年 八 布 ( 五ニ t-
所関と 二~ B1J見 [H カ 1fa約 米カニ 九
、係 お 年 一内柏 所行 三三)所 t，F … カ

( 三 、り 度 反 iJnま 二 吋:四 一 ( 度 、所
三 、本。約五樹で六 の% 、三 で
前 O 制 見 畝 に七 両民 完六三 竣 パ
ヘO 当 込 唆五八 地工七町 工 八
つ0 工事 工力市 ニ 三 し万
づ万 事業 す 九 う 万 反たー
ぐ fTl 、 量 る千誠 二二農 千
四は 農円 一 千畝地円

1
 
1
 
!
 

〔
教
育
関
係
〕

か
切
町
歩
は
田
植
が
で
き
る

(
農
業
関
係
〕

J留
1也

f奇
襲

頭
首
工

倉

一お
も
な
て
事
は
次
の
と
わ川
り。

一
三
浦
巾
学
校
々
合
山
臨
ん
朋
れ

一

二
七
万
五
平
円

一

一鈴
旧
巾
学
校
々
舎
並
ひ
に
運
動
場

一

一明

備

一

五

二
万
円

一

学
校
関
係
の
水
害
復
旧
は
聞
係
当
鈴
旧
小
学
校
々
舎
説
び
に
連
動
場

一

周
、
地
元
諸
国
体
並
び
に
父
兄
の
繋
備

一
三
七
万
円

一

協
力
に
よ
り
順
調
に
進
行
し
本
年
三
域
小
学
佼
運
動
場
料
備

一

三
月
末
日
で
全
部
復
旧
が
完
了
し

一

一
八
万
八
干
円

一

た。

一

(教

育

童

会
)
一

学
校
関
係
の

復
旧
は
完
了

内

川原 と化した浬動場も:1r.i吸lこ復旧(的問中学校〕

頭
首
工

n: 誕11I 十句J!l 、j
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(二)

注
意
し
ま
し
ょ
う

(第176号)りよてr';'i攻市村大

農
薬
の
取
扱
い
に

(毎月 1日.10日.20日.発行)

中
小
企
業
ヘ

一
億
八
千
余
万

利
子
補
給
な
ど
政
府
に
折
衝
中

昭和33年6月1日
(昭和33年 4月22日第三積型11便物認可 〉

洋

一
し
い
。

一
熱
帯
植
物
聞
は
約
一
干
坪
の
敷
地

一
に
ピ
ロ

l
樹
十
二
本
、
ワ
シ
ン
ト

一
ニ
ヤ
四
本
、
カ
ナ
リ
エ
ン
シ
ス
四

一
本
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
(
ょ
う
樹
)
一

市
で
は
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
一
業
を
つ
づ
け
て
い
た
が
、
と
の
ほ
一
本
ゴ
ム
一
本
、
へ
ゴ
二
本
、
蘇
鉄

て
大
村
公
闘
一
帯
の
整
備
を
は
か
一

r
f派
に
で
き
あ
が
っ
た
。
一
二
十
本
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ペ
レ

つ
で
い
た
が
、
こ
の
た
び
モ
ー
タ
一
玖
島
崎
公
園
に
は
遊
歩
道
路
、
手
一
ニ

l
、
大
谷
渡
二
十
本
、
龍
舌
蘭

l
ポ
l
ト
競
走
場
裏
の
玖
島
崎
突
一
洗
所
、
ベ
ン
チ
、
外
灯
、
公
衆
便
一
五
本
、
浜
木
綿
(
は
ま
ゅ
う
)
百

興
一
帯
に
、
ま
た
国
立
大
村
真
珠
一
所
な
ど
が
備
え
つ
け
ら
れ
、
と
こ
一
本
な
ど
が
植
え
ら
れ
南
国
の
風
物

研
究
所
裏
は
熱
帯
植
物
園
と
し
て
一
か
月
君
主
良
岳
竺
望
に
お
一
詩
そ
の
も
の
で
あ
る
。

一

一

さ

ら

に

今

後

年

次

計

画

で

と

れ

ら

そ
れ
ぞ
れ
施
設
の
穂
備
、
美
化
作
一
き
め
る
そ
の
景
観
は
実
に
す
ば
ら
一
自
の
整
備
を
は
か
る
予
定
で
あ
る
。

(
建
設
課
)

玖
島
崎
一
帯
を
公
園
化

熱
帯
植
物
園
で
南
国
の
夢
も

復旧農地i乞早〈 も葉ダパコの植付

謹1
 
1
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尾金十田鈴

つぶさ に復旧;伏況を視察する大付市長

公
園
の
施
設
を
大
切
に

ま
た
大
村
公
闘
を
整
備
し
ま
し
た

の
で
、
公
園
内
の
樹
木
を
切
っ
た

り
、
街
灯
な
ど
の
栴
殺
を
壊
わ
す

よ
う
な
い
た
ず
ら
は
や
め
て、

市

民
の
い
と
い
の
場
所
で
あ
る
公
闘

を
き
れ
い
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

(
建
設
課
)

〈
一
一
聞
か
ら
つ
づ
く
)

栴
越
工
事
、
二
七
カ
所
、

三
、

四
O
O方
円
(
描
鞄
関
連
工
事

四
カ
所
、
六
O
O万
円
)
一
〔
中
小
企
業
関
係
〕
一
災
害
に
よ
る
特
別
立
法
を
政
府
に

農
地
関
係
木
割
当
工
事
、

一

三

一

抗
カ
所
(
二
町
七
反
三
畝
)
二
水
害
融
資
と
し
て
一
億
八
千
六
百
一
要
求
し
て
い
た
が
、
政
府
と
し
て

、
八

O
O万
円
一
九
十
万
二
千
円
妻
け
表
面
立
直
一
も
諸
般
の
著
か
ら
よ
う
や
く
行

問
越
工
事
一
九
カ
所
(
一
町
六
一
り
を
見
せ
て
い
る
も
の
の
、
と
れ
一
政
措
置
と
し
て
利
子
の
補
給
、
引

配
二
畝
)
一
、
三
六
四
万
七
千
一が
派
所
に
つ
い
て
は
気
候
不
順
に
一

τげ
方
を
す
る
と
と
に
決
定
、
目

弓

一

よ

る

農

家

腐

の

購

買

力

減

退

等

が

一

下

県

を

通

じ

と

れ

ら

の

額

の

算

定

〔
恥
災
害
関
係
〕

一わ
ざ
わ
い
し
て
、
一
部
に
な
か
な
一
を
折
衝
し
て
い
る
。

ム
三
十

二

年

度

に

竣

工

し

た

も

の

下

閃

理

事

情

に

あ

る

。

一

(

商

工

水

産

課

)

栴
設
一
七
九
カ
所

一市
と
し
て
は
こ
れ
ら
業
者
の
た
め
-

九
六
一
万
万
千
五
丙
円

農
地
六
四
カ
所

三
O
K
万
四
手
五
宵
円

計

二

四
三
カ
所

一
、
二
六
七
万
円
(
約
四
九
%
)

ム
現
在
施
行
中
の
も
の

施

設

ニ

O
カ
所一三
五
万
五
千
円

農
地

二
四
カ
所一一
五
万
六
平
円

ム
三
十
三
年
度
の
見
込
事
業
量

約
二
一
一一
O
カ
所

約

一
、
0
0
0
万
円

(
農
林
課
)

雨

期

に

備

え

て

一

だ
さ
い
。

(農
林
課
)

1

6

一
〔
土
木
関
係
〕

〔

農

林

関

係

〕

一

O

排
水
瀞
や
川
な
ど
に
汚
物
(

せ
っ
か
く
復
旧
し
た
水
田
が
再
び
一
ど
み
な
ど
)
を
捨
て
な
い
よ
う

流
さ
れ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
一
に
し
て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。
乙
と
に
工
事
を
行
一

0
・:河
川
の
使
用
(
と
く
に
砂
利

っ
て
い
な
い
河
川
の
近
く
の
水
田一

な
ど
の
採
集
)
は
必
ず
許
可
を

は
新
た
な
災
害
が
生
ず
る
危
険
性
一
受
け
て
く
だ
さ
い
。

が
あ
り
ま
ず
し
、

特
に
凋
池
は
咋
一

0
・:
河
川
の
堤
防
に
問
を
つ
く
る

年
の
災
害
で
相
当
弱
く
な
っ
て
い
一
と
堤
防
が
弱
く
な
り
ま
す
の
で

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
余
水
此
一
同
な
ど
は
つ
く
ら
な
い
よ
う
に

(水
余
し
)
は
ぜ
ひ
掃
除
し
て
く
一
し
て
く
だ
さ
い
。
(
建
設
課
)
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q
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q
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b
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E
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s
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Q
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E
R
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b
q
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b
s
w
h
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bqU
、、、、、、、、

街
路
樹
に
牛
馬
を

つ
な
ぐ
の
は
や
め
よ
う

本
年
四
月
三
十
四
号
国
道
歩
道
に

植
え
た
限
並
木
や
市
道
(
八
楠
町

l
乾
馬
場
線
)
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の

街
路
樹
に
牛
馬
を
つ
な
い
だ
り
、

手
折
っ
た
い
一
す
る
と、

せ
っ
か
く

成
長
し
て
い
る
並
木
が
倒
れ
た
り

枯
れ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で

街
路
樹
は
お
互
い
大
切
に
育
て
ま

し
ょ
う
。

(上〉竹松原 口郷(郡J1l)樋口頭首工

(下〉福重蒋古姥Ii(郡日!¥平四郎JJ'¥首工

農地復旧K汗を流す農家。人々

(ヒ〕鈴田惣原地区

(下〉竹松樋口101区

(と〉建物は興味百究所 ・・…・・・着 々整 備される熱帯植物園 -……・(玖島崎モーターボート競走場裏)


